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＜研究の動機＞

田舎のおじいちゃんの家の近くの川（上流）と

私の住む石岡市の恋瀬川（下流）では

水の色やにおいが全然違うため

どんな違いがあるのか詳しく調べてみようと思いました。

上流の特徴

川幅・・・狭い
流れ・・・速い

下流の特徴

川幅・・・広い
流れ・・・遅い



＜研究のねらい＞

２つの川の水質にどんな違いがあるのかを調べることで、

「なぜ場所や環境によって違いが出るのか」

「水質に影響を与える原因は何なのか」

少しでも理解できるようになることを目標にしました。



＜研究対象①＞

上流：和良川について

岐阜県郡上市和良町を流れています。

和良川から馬瀬川、飛騨川を経て
木曽川へ合流します。
海へ流れ込む伊勢湾の河口までは、
直線距離で約84kmです。

水源に近い上流の河原で採水しまし
た。

採水場所



2023.8.26 採水の様子

おじいちゃんが手伝ってくれました

和良川の情報

岐阜県郡上市和良町ホームページより
https://gujo-wara.jp/pageintro/



＜研究対象②＞

下流：恋瀬川について

水源の吾国山（笠間市と石岡市の
境）から南に流れ、石岡市高浜でか
すみが浦に流れ込んでいる川です。

かすみが浦の河口近くの桜つづみで
採水しました。

採水場所



茨城県ホームページより
https://www.pref.ibaraki.jp/doboku/kasen/keikaku/river07.html

恋瀬川の情報

古くから鯉などの魚が多いそうで、
河口部の高浜には
釣りをしている人がたくさんいます。 石岡市役所の生活環境課の方に、

小学生でも採水できる場所や、
安全な採水方法を教えてもらいました。

2023.7.29 採水の様子



＜研究の結果① 色とにおいの比較＞

上流：和良川 下流：恋瀬川

水の向こう側が
透けて見えるほ
ど透明。

においは無し。

黄色っぽく
にごっている。

においは少し
生ぐさい。



インターネットで調べた結果、人が使った後の
水が川へ流れ込むことによって、色やにおいが
ついてしまう可能性があることが分かりました。

上流では、川の周りに住んでいる人が少なく、
人が使った後の水が川の中へ流れ込むことが少
ないので、色やにおいがないのだと思いました。

下流では、たくさんの人が使った水のえいきょ
うを受けて、色やにおいがついてしまうのかも
しれないと思いました。



＜研究の結果② 水質の比較＞

川の水調査セットを使ってＣＯＤ値
などの水質調査を行いました。

ＣＯＤとは化学的酸素要求量というそうです。
水の汚れ具合を示す数値の一つで、
この数が小さいほど水がきれいで
大きいほど水が汚れていることを表すそうです。



結果の一例：ＣＯＤ値

上流：和良川：約1㎎/㍑

下流：恋瀬川：約10㎎/㍑

千葉県我孫子市ホームページより
https://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/gaiyou/tega_enkaku/



パックテストの解説書や、インターネットで調
べた結果、ＣＯＤが高い場合は、近くに生活排
水や汚水が流れ込んでいることがあるそうです。
水の中の酸素が不足して、魚が住みにくくなっ
ているそうです。
恋瀬川では、たくさんの人が住んでいる地域を
流れてきたあとの下流で採水したので、ＣＯＤ
値が高くなったと思いました。



＜研究結果③-1 生き物の比較：和良川＞
カワヨシノボリ アブラハヤ

クロカワムシ

カワムツ(稚魚)

川に入って上からのぞくだけですぐに、たくさんの生き物を
見つけることができました。



＜研究結果③-2 生き物の比較：恋瀬川＞

見た目はあまりきれいでない川の中にも、生き物を見つける
ことができました。
どんな生き物でもきれいな水を好むわけではなく、それぞれの
生き物が好む環境があるのだと思いました。

テナガエビ

トウヨシノボリ



＜反省、感想＞

私はこの研究を通して上流と下流の水質の違い
にとてもおどろきました。上流に比べて下流は
色もにおいも違っていたのがおどろきでした。
しかも恋瀬川には空き缶やペットボトルが捨て
られていたのに比べて和良川はごみどころかに
ごりもなかったので周りに住んでいる人の数や
心がけが関係している思います。だから私は、
一人一人が関心を持つことが大切だと考えます。



終わり

ありがとうございました
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